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第１９期 第５回小平市緑化推進委員会 会議要旨 

 

○開催日時 令和７年５月３０日（金）午後３時～午後５時 

 

○開催場所 小平市役所 ５階 ５０５会議室 

 

○出席者  椎名委員長、山田副委員長、馬場委員、河野委員、中島委員、 

八田委員、塩島委員、岩井委員、土屋委員、大和田委員（順不同） 

 

○傍聴人  １人 

 

○議題   第１９期小平市緑化推進委員会の検討課題について 

 

○配付資料  （１）第１９期 第５回小平市緑化推進委員会次第 

 

会議の要旨 

 

委員長 

 当委員会も半分が終わり、本日で５回目になるため、議事録などを参考にこれまで出

された提案や意見をまとめた。ここからは、より具体的な提案を挙げていただきたいと

思う。第７回までに提案や意見を聞きながら議論を進め、第８回でとりまとめを行いた

いと思う。 

 

委員長より、第１回から第４回までに出された提案や意見等のまとめについて説明があっ

た。内容は以下の通りである。 

 

委員長 

１番に、これまでの提言の早期実施をお願いしたい。 

２番は、ナラ枯れ木の撤去である。東京都の管轄も含めるが、落枝の原因になる可能

性もあるため、対応をお願いしたい。 

３番は、用水や緑道のみどりの再生である。用水路や緑道は狭いため、樹木が大きく

なると様々な障害が発生する。越境した樹木は剪定を行い、古くなった樹木は新たに再

生してみどりを増やすことを提案する。 

４番は、屋敷林の管理についてである。具体的な内容は今後検討したいと思う。 

５番は、街路樹管理連携システムの構築である。具体的には点検、更新などが分かる

ようなシステムを構築することである。 

６番は、樹木台帳の閲覧可能化である。まずは樹木の台帳を作成することが必要にな
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るが、屋敷林なども含めてシステムが構築できれば画期的な提案になると考える。 

７番は、萌芽更新の励行である。雑木林の健全な管理のために、萌芽更新を行いエネ

ルギー革命以前の姿に戻していくことが必要だと考える。 

８番は、萌芽更新の重要性を市民に浸透することである。７番と連携して行う必要が

あるが、萌芽更新を行うことの大切さを理解してもらうことも重要である。 

９番は、落葉対策である。屋敷林や雑木林周辺の落葉対策や、落ち葉をどうしていく

かは現代の課題の一つである。 

１０番は、玉川上水の雑木林を間伐して萌芽更新することである。ナラ枯れ病が再発

すると周辺高木が共倒れしてしまう可能性があるため、必要性を理解してもらうための

提案をする。 

１１番は、野火止用水敷の草の繫茂である。用水敷だけでなく、都有樹林の下草刈り

を行っていないことも含まれているため、意見として挙がっている。 

１２番は、どんぐりの里親制度の内容を見直すべきという提案である。 

１３番は、ホタルについてである。最近では目撃情報があるため、さらに増えるよう

なアイデアを考え、提案をしたい。 

１４番は、巣箱設置事業で行われている巣箱をもっと増やすべきであるという提案で

ある。 

１５番は、市内３２０箇所以上の公園と全長５０ｋｍ以上の用水路等を活かしたみど

りのまちづくりの提案である。 

１６番は、都市計画道路の整備において、みどりを保全し、増やしていくために提案

をすることである。 

１７番は、雑木林のいいところを市民に伝える提案である。非常に良い提案だと思う

が、具体的にどのように提案していくかは検討する必要がある。 

１８番は、原木シイタケの栽培を普及させる提案である。萌芽更新によって発生する

クヌギやコナラを原木に、雑木林の保全団体が中心になって栽培を行うことを想定して

いるが、やり方については検討が必要である。 

１９番は、カブトムシやホタル、セミなどの近年減少している生物の復活についての

提案である。 

２０番は、こだいら名木百選について、マップの作成当時から変化が出ているため、

見直しを行うことを必要とする。 

２１番は、外来種植物の撤去についてである。市民の方への周知と理解について、手

段を検討したいと考える。 

２２番は、危険動植物、有害動植物の対策強化である。近年ではスズメバチやカエン

タケなど身近にも危険な動植物が多いため、これらの対策を行うための提案をしたい。 

２３番は、整備予定の鷹の台公園について、駐車場付近にタクシーの乗降ポイントを

設けることの提案である。これについては、都市計画道路３・２・８号線（以下、新府

中街道）が開通した際に必要になることを見越して提案されるものになる。 
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２４番は、中央公園グラウンドの改修は新府中街道の整備を見越して実施されるべき

との提案である。具体的な内容を検討したいと思う。 

２５番は、新府中街道に設けられる環境施設帯についてである。新府中街道は幅員が

３６ｍと広いため、植樹帯の中身については重要になると考える。そこで、現地視察な

どを行い、中身について意見や提案をすることを検討したい。 

２６番は、外来植物の駆除方法について、団体と連携して講座を開くなどの方法の提

案である。 

２７番は、雑木林の特定外来種駆除についてである。２６番と同様であるが、有識者

の協力を得て駆除方法を広く周知することを提案する。 

２８番は、オオバベニガシワの繫殖についてである。小金井市内の玉川上水に外来種

のオオバベニガシワが繫殖しており、小平市でも注意することを周知したいと考える。 

２９番は、雑木林への外来種の持込みについてである。造園業者が様々な場所で管理

作業を行う中で、衣服に付着した外来種の種などが雑木林内に持ち込まれてしまうこと

があるため、仕様書などで指導できないかと考える。 

３０番は、人間が原因で引き起こされる植物の枯損についてである。植物の病気や２

９番にある外来種の侵入など、人の手によって植物が枯損してしまうこともあることを、

市民に知ってもらう必要があると考える。 

３１番は、雑木林や用水路等を武蔵野新田開拓時代等の歴史的自然文化財として積極

的に残し後世に伝えることである。 

３２番は、生物多様性についてである。３０ｂｙ３０アライアンスの認定などは小平

市内の雑木林でも検討する余地があると考えている。 

３３番は、観光資源として現代に活かし、小平市に多くの人を呼び込むことである。

具体的な例では名勝小金井桜の復活などが挙げられる。 

３４番は、新府中街道の整備にあたって、屋敷林形式を活用して沿道地域の生活環境

を整備、保全することである。 

３５番は、小平グリーンロード及び青梅街道、小川用水を緑化の軸とした防災緑地医

療クロスネットワークの確立である。他にも武蔵野病院や小金井カントリーなどの病院

や防災協力地を活用した緑化中心のまちづくりを提案したいと思う。 

３６番は、小平グリーンロードを中心に、そこに連なる緑を用いてエメラルドネック

レスとして緑のネットワークを形成することである。 

３７番は、生産緑地の減少を抑えて、農的空間を後世に残していくことである。担当

課から話もあったが、相続税の問題などの課題もあるため、具体的な提案は検討する必

要があると考える。また、今後整備される鎌倉公園も重要であると考える。 

３８番は、市民協働の推進である。沼さらいボランティアなどの参加を促すことも提

案できると考える。 

３９番は、史跡玉川上水整備活用計画についてである。水道局が新たに策定した本計

画は、玉川上水を往時の状態に戻していく計画であり、雑木林としての機能を保全しな
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がら計画を進めていくことについて、小平市も協力すべきであるという提案である。 

４０番は、名勝小金井桜の復活である。小金井桜は昨年、名勝指定１００周年を迎え

ており、ヤマザクラの名所として復活させることで、観光資源としても有効なものにな

ると思う。現存するサクラのほとんどはソメイヨシノとなっているため、ヤマザクラの

名所は貴重である。 

４１番は、近年街路樹等の倒木事故が頻繫に発生しているため、対策を講じる提案で

ある。 

４２番は、青梅街道等の屋敷林でもあるケヤキについてである。青梅街道並木として

３００年以上役割を果たしてきたが、現在大きく成長しているため、剪定費用や倒木診

断の補助をする制度を設けるべきだと考える。 

４３番は、屋敷林の大きなケヤキのトラブルについてである。雨樋が落葉で詰まる、

落雷による事故など、近年ではトラブルの発端になってしまっている。大きなケヤキを

残していくために、対策を検討、実施する必要があると考える。 

４４番は、新府中街道の環境施設帯の樹種についてである。ケヤキは津田塾大学のキ

ャンパス内に倒木した事故もあることから、慎重に選定し議論する必要がある。 

４５番は、街路樹や公園樹木の安全確保・更新についてである。経年による老木化に

よって、倒木のリスクが高くなっているため、倒木や落枝の点検、安全のためのマニュ

アルの作成や、重要な樹木の更新計画の作成、後継樹育成計画が必要である。また、市

民へ安全性の公開も必要である。 

４６番は、グリーントランスフォーメーション等のみどりによる環境保全対策の推進

である。具体的には雨水浸透型花壇の設置、二酸化炭素吸収量の多い植物の積極的植栽

などが挙げられる。 

４７番は、みどりのまちづくりでハンギングバスケットを設置することの提案である。 

４８番は、生産緑地の貸付制度である。制度の周知や、生産緑地の一時避難場所とし

ての活用をＰＲするなど、市民に広く知ってもらうための提案をしたい。 

４９番は、新たに策定された史跡玉川上水整備活用計画についてである。計画上、多

くの雑木が伐採される予定だが、反対意見もある。その方たちに科学的で丁寧な説明を

して理解を求めていく必要がある。 

５０番は、小金井桜の衰退についてである。小平市分のサクラについて、平成７年の

報告では１１１２本となっているが、現在はその３～４割が消失しており、残ったサク

ラも衰弱しているものが多い。そのため、復活に向けて協力することが必要だと考える。 

５１番は、小川新田開発の祖でもある小川九郎兵衛の顕彰をすることについてである。

例えば、整備を予定している鎌倉公園は農業公園であることから、小川新田になぞらえ

て九郎兵衛公園と命名し、功績を讃えることを提案する。また小川用水について通称名

として九郎兵衛堀などと命名することが検討される。 

５２番は、こだいら名木百選について、名木の追加、見直しの検討と委員会で名木巡

りを実施したいという提案である。 
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５３番は、名木百選、保存樹木、生垣造成補助等について、管理についても市が中心

になるべきではないかとの提案である。小平市が民間のみどり施策全体を整理して体系

化することが必要であると考える。 

５４番は、水車の復活及びホタルの復活である。水車通り沿いの保存樹林にはサブタ、

まわし堀、水車跡があるため、そこに復活させることを検討する。 

５５番は、国立精神神経医療センター、イオンフードスタイル等の民間のみどりをブ

リヂストンパークウェイのように整備して、みどりを取り込んだまちづくりを考えるこ

とを提案する。 

５６番は、小金井桜にちなんだまちづくりについての提案である。花小金井駅は小金

井桜の最寄り駅として命名された経緯もあるため、西武鉄道や観光まちづくり協会と連

携して、まち全体を盛り上げることを提案する。 

５７番は、玉川上水は老木が増えているため、若木を導入して新陳代謝を図ることの

提案である。 

５８番は、農地を保全し、生産緑地の減少を食い止めることである。小平市では農業

後継者が多くいると聞くため、地産地消として農業施策を伸ばす必要があると考える。 

５９番は、農地の貸借についてである。生産緑地の後継者が農業従事を望まないこと

が多いため、農家同士の貸借が可能な状況において、農地を恒久的に維持していく方法

を検討する必要がある。 

６０番は、農事組合法人の設立である。農事組合法人の要件を満たし、希望される方

に向けて、鎌倉公園で養成研修を実施することを提案する。 

６１番は、生産がされていない生産緑地について、農協がプラットフォームとなって

貸借を促進する等の方法で、農業の活発化を図り、みどりの機能を発揮できる手法の確

立を提案する。 

６２番は生産緑地における相続税問題である。納税猶予制度は存在しているが、他に

もいくつか制度を創設することを検討し、農地が未来にわたって存続するような施策を

提案する。 

他にも提案や意見があれば出していただきたい。 

 

委員 

緑化推進委員会としてどこまで提案するべきか確認したい。市民に伝えたいことが意

見としてたくさん出ているが、これらを伝えるための枠組みを考えることも提案に含ま

れるか。 

市民に伝える手段としては市報などが挙げられるが、市報だけでは伝える情報量に限

界がある。また、市報のように発信される情報を受け取ることに慣れてしまい、自分か

ら調べることが難しい方もいる。提案を広く聞いてもらうために、このような方にも伝

えていく方法を考えることが重要ではないか。 
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事務局 

ここまで６２個の意見を挙げていただいているが、１番に提言の早期実現について挙

げられており、市としても課題だと感じている。これまで当委員会では多種多様な意見

が提案されており、その中でも軸となる提案については実現してきたが、中には実現が

困難な提案もあるため、実現の可否については考慮していただきたい部分もある。しか

し、当委員会だからこそ様々な意見が提案されていることもあるため、活発に議論しな

がら意見を提案していただければと思う。 

 

委員長 

委員会と審議会では性質が異なるため、委員会では私的な感情が含まれた意見があっ

てもいいとは考えている。 

 

委員 

新府中街道について、南は国分寺区間が今年開通しており、２年後には五日市街道ま

で開通される予定と伺っている。また、北は東村山区間の西武線の下り線が高架化され、

上り線も近年の内に高架化される予定だと伺っている。小平市についても計画に取り組

む準備をしなければいけないのではないか。計画が進められると周辺地域の環境が変化

していくが、環境施設帯を設置したみどりが溢れる整備になることを期待している。 

また、名勝小金井桜についても、サクラが衰退しているとの指摘もあったが、復活に

向けて積極的に取り組んで欲しいと思う。 

 

委員長 

西武線の踏切が開かないことで、渋滞になっていることが多く、小平市内でもそのよ

うな光景を目にする。着々と工事が進み、外堀が埋まってきていると感じる。３６ｍ道

路となると、みどりが減少することに対して反対する声が上がると思われる。賛同を得

るには、これらをどこで補っていくかが課題である。道路自体は交通の便が良くなるが、

周辺地域の生活環境の保全がされるかというのも問題になる。小平市としても考えを持

たなければならず、東京都にも要望を伝えていく必要がある。 

小金井桜については、以前本数についての調査をしていただいていることもあるため、

提言書にまとめるべきだと思う。１９２０年頃には植物学者のウィルソンやイングラム

も小金井桜を観に来訪しているため、国際的にも注目される観光資源となると思う。 

 

委員 

５２番にある名木巡りについて、当委員会にはみどりに詳しい方や好きな方が所属さ

れているため、当委員会が主体となって市民に名木の説明をしていくという方法で実現

できないだろうか。他にも公園を巡って特徴を紹介するなど、市役所や指定管理者の協

力を得て主体的にできればと思う。直接市民に伝えることもでき、逆に市民から意見を
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聞くこともできる上、実績にもなると考える。時間的に難しければ、次期緑化推進委員

会に向けてやり方を残しておくのもいいと思う。 

 

委員長 

試験的に取り組んで成果を報告することは可能だと思う。アンケートによって市民か

ら意見を聞いたりもできるため、反響を知ることができ、提言書も充実するのではない

か。準備も含めて何度も実施することは難しいが、名木巡りなどに絞って実施すること

は可能だと思う。名木百選のパンフレットはどのくらいあるのか。 

 

事務局 

当時の発行部数は確認する必要があるが、在庫はかなり少なくなっている。窓口にパ

ンフレットを貰いに来る方もいるので、そこで配布をしている。 

 

委員長 

名木巡りは委員会でやるとなれば、市の協力を得てやるべきだと思う。 

 

事務局 

本提案は、市民に伝えていくための方法の回答にもなっている。実現していくのであ

れば市は協力させていただくつもりである。また、指定管理者にも協力を仰ぐことにな

ると考えている。 

 

委員 

緑化推進委員会として表に出ていくことも必要だと思い、本提案はさせていただいた。 

 

委員 

フィールドワークという位置付けでいいのではないか。 

 

委員長 

方法の提案については次回までに考えてもらうことにする。 

 

委員 

こだいら観光まちづくり協会でも同じようなイベントをやっていると思うが、競合し

ないようにやるべきではないか。 

 

委員 

こだいら観光まちづくり協会も一緒に実施すればいいのではないか。 
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委員長 

みどりは観光の要素も含まれているため、こだいら観光まちづくり協会に話を聞きな

がら、独自でやるべきことと協力してもらうことを考えて進めればいいと思う。 

今期については、小金井桜の現地調査や名木巡りなど行動することが多くなるため、

提案書にもその内容を組み込めると思う。 

 

委員 

萌芽更新について、小平市内で実際の現場に立ち会えたことがない。萌芽更新の重要

性を市民に伝えるためのプレゼンテーションとして、大変さや経験など、分かる方に教

えていただきたい。 

 

委員 

市内でも２０年前頃から玉川上水緑道を中心に萌芽更新を行っている。しかし、樹齢

が３０年以上経過した樹木は萌芽更新することが難しく、また、高木化により日の当た

る場所がなくなっているため、地植えで新たに育てることが困難な状況でもある。その

ため、どんぐりの里親制度で実生から育て、５～６年経ったものを移植して育てること

をしている。現在では樹齢１５年経過したものが徐々に増えている状況である。 

 

委員 

雑木林を保全するボランティア団体が、市役所や市民の協力を得て、年間を通じて市

内の雑木林を保全する活動をしている。このような活動を広めていくのも重要だと考え

る。 

 

委員長 

昭和４０年ごろにあったエネルギー革命によって化石燃料に変わっていく中で、樹木

を必要としなくなり、萌芽更新がされなくなっていった。それから５０年近く経過した

ため、高木が増えてしまっている状況である。雑木林は主にコナラやクヌギで構成され

ているが、コナラは大きくなると萌芽率が落ちるとされている。そのため、樹木を切っ

ても新たな芽が生えてこないため、萌芽更新ができない状況である。そこで、どんぐり

の里親制度によって成長したコナラやクヌギを新たに植えて、１５～２０年で伐採し、

伐採した樹木はシイタケの原木に利用する。これを繰り返していくことが望ましい。ナ

ラ枯れ病によって、大きい木は枯れてしまっているが、このタイミングで新しい樹木を

植えていくことで、萌芽更新の行える循環を構築できると思う。この状況を軌道に乗せ

ていくことと市民の理解を得ることが大切である。 

 

委員 

昔の玉川上水沿いの樹木は、サクラがほとんどであったとされている。しかし、萌芽
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更新がされないまま樹木が高木化して、現在のような状態になっている。放っておくこ

とでナラ枯れ病の感染やそれに伴う倒木のリスクもあるため、萌芽更新ができなくても

何かするべきではないか。 

 

委員長 

更新することは重要であるが、反対意見が出ているため、その方に伝えていくための

枠組みを考える必要がある。 

以前は下草から樹木まで、薪などの燃料として使用しており、東京へ出荷をしていた。

当時はこれらを輸送できる方法は限られていたため、東京に近い場所に産業用の雑木林

が多く存在している。このように以前は樹木に金銭的価値があったが、現在はそれがな

くなっており、価値を見出すことが難しくなっている。現在の状況で萌芽更新のメリッ

トを挙げるとしたら、生物多様性のためなどが大きいのではないか。 

 

委員 

市内に新たに来られた方や若い世代には、用水路はただの水路としか認識されていな

い。そのため、歴史があることを PRするべきではないか。こだいら観光まちづくり協会

がラミネートしたものを貼り付けて、わかりやすく表示しているのを見かける。沼さら

いのボランティアの参加者を募集し、後世に残していくためにも看板として設置するこ

とを提案したい。 

 

事務局 

市としても課題に感じているところである。沼さらいのボランティアの高齢化や新規

のボランティアが増えないのが現状であり、用水路の認知度も低くなっている。令和５

年度に策定した用水路管理方針では PR 活動を行うことを掲げており、昨年度に５基の

PR看板を設置したところである。令和７年度も引き続き設置していくことを考えている。 

また、市内の小学４年生は玉川上水について学習する機会があり、その機会に小学校

で出前授業を行っている。昨年度には小平第一小学校で授業を行っている。 

 

委員長 

用水路について PRする手段は色々とあると思う。小学生で学んでもらう機会があるが、

大人にもどうするかを考える必要がある。 

 

委員 

用水路は江戸時代には飲み水として使われていたが、他にも野菜や農器具を洗うなど、

生活において重要な位置付けであった。現在は宅地内に流れているため、中々馴染みが

ないのもあると思う。最近では空き缶やガラス片も多く、また雑草も多く生えている状

況にあるため、PRしていくためにも見直しが必要だと考える。 
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委員長 

用水を身近に感じられる政策を考える必要がある。 

他になければ本日はここまでとする。 

 

 

                                      以上 


